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研究開発研究開発研究開発研究開発のののの位置位置位置位置づけづけづけづけ
-ネットワーキングネットワーキングネットワーキングネットワーキングがもたらすがもたらすがもたらすがもたらす豊豊豊豊かなかなかなかな社会社会社会社会をををを

実現実現実現実現するためのするためのするためのするためのドライビングフォースドライビングフォースドライビングフォースドライビングフォース-
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研究開発研究開発研究開発研究開発ののののポイントポイントポイントポイント

-次世代次世代次世代次世代ＢＢＢＢＢＢＢＢ実現実現実現実現にににに向向向向けけけけ肝肝肝肝となるとなるとなるとなる
３３３３要素要素要素要素ののののＲ＆ＤＲ＆ＤＲ＆ＤＲ＆Ｄにににに注力注力注力注力-

具体的具体的具体的具体的なななな研究開発研究開発研究開発研究開発テーマテーマテーマテーマ
-現状現状現状現状のののの課題課題課題課題、、、、技術革新技術革新技術革新技術革新をををを踏踏踏踏まえたまえたまえたまえた３３３３本柱本柱本柱本柱-

大容量性大容量性大容量性大容量性、、、、柔軟性柔軟性柔軟性柔軟性をををを備備備備ええええ

たたたたＮＷＮＷＮＷＮＷアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ

（（（（体型体型体型体型、、、、体格体格体格体格、、、、体力体力体力体力））））

ＥｎｄＥｎｄＥｎｄＥｎｄ間間間間でのでのでのでの

ＮＷＮＷＮＷＮＷ品質保証品質保証品質保証品質保証

（（（（血管系血管系血管系血管系、、、、神経系神経系神経系神経系））））

モニタリングモニタリングモニタリングモニタリングとととと

ＮＷＮＷＮＷＮＷ制御制御制御制御

（（（（五感五感五感五感とととと運動能力運動能力運動能力運動能力））））
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現状現状現状現状ネットワークネットワークネットワークネットワークをををを取取取取りりりり巻巻巻巻くくくく課題課題課題課題 高品質高品質高品質高品質、、、、高信頼高信頼高信頼高信頼、、、、
柔軟性柔軟性柔軟性柔軟性がががが不十分不十分不十分不十分

（（（（１１１１））））分散分散分散分散バックボーンバックボーンバックボーンバックボーン構築技術構築技術構築技術構築技術にににに関関関関すすすす
るるるる研究開発研究開発研究開発研究開発

（（（（２２２２））））複数事業者間複数事業者間複数事業者間複数事業者間のののの品質保証技術品質保証技術品質保証技術品質保証技術にににに
関関関関するするするする研究開発研究開発研究開発研究開発

（（（（３３３３））））異常異常異常異常トラヒックトラヒックトラヒックトラヒックのののの検出検出検出検出・・・・制御技術制御技術制御技術制御技術
にににに関関関関するするするする研究開発研究開発研究開発研究開発

次世代次世代次世代次世代ＢＢＢＢＢＢＢＢのののの
研究開発研究開発研究開発研究開発

１．次世代バックボーンに関する研究開発 概念図

高品質高品質高品質高品質、、、、高信頼高信頼高信頼高信頼、、、、
柔軟性柔軟性柔軟性柔軟性がががが不十分不十分不十分不十分インターネットインターネットインターネットインターネット通信量通信量通信量通信量のののの

急増急増急増急増によるによるによるによる容量不足容量不足容量不足容量不足サーバサーバサーバサーバ攻撃攻撃攻撃攻撃、、、、災害等災害等災害等災害等にににに対対対対
するするするする堅牢性堅牢性堅牢性堅牢性がががが不十分不十分不十分不十分

トラトラトラトラヒヒヒヒックックックック交換交換交換交換のののの
東京一極集中東京一極集中東京一極集中東京一極集中
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エ：分散型バックボーンノード自律的再構成技術
分散バックボーンの拡張性拡張性拡張性拡張性およびおよびおよびおよび信頼性信頼性信頼性信頼性をををを向上向上向上向上させる。

物理設計

:物理設計

:論理設計

:ノード

拡張性及び信頼性の向上

トラヒック情報
トポロジー情報

ノード/リンク

トラヒック情報
トポロジー情報

ウ：分散バックボーン構築技術
分散バックボーン構築のため、高信頼な

大容量ノードノードノードノードをををを開発開発開発開発する

ウ：分散型バックボーン容量拡張技術
分散バックボーン構築のため、高信頼な大容量
ノードノードノードノード構成技術構成技術構成技術構成技術をををを開発開発開発開発する。

論理設計

ア：地域間トラヒック交換管理技術
分散バックボーン構築のための
物理設計物理設計物理設計物理設計を行う。

イ：分散型バックボーン高信頼化技術
分散バックボーン構築のための
論理設計論理設計論理設計論理設計を行う。

２．課題（１）全体概要図
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⑥ｵｰﾊﾞﾚｲ中継ﾉｰﾄﾞ

VoIPVoIP

放送放送
UDPUDP

IPv4IPv4
IPv6IPv6

高レイヤ
フィルタ

メタ情報に従って
データ（パケット）を処理

放送

VoIP

Data系
(HTTP/Web)

放送

VoIP

Data系
(HTTP/Web)

⑥ｵｰﾊﾞﾚｲ中継ﾉｰﾄﾞ

集約された品質情報交換 集約された品質情報交換

ア）品質情報の複数事業者間
流通技術に関する研究開発

⑧ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ制御機能の開発(SW)

モジュール・リポジトリ

機能ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄのﾒﾀ情報を導入

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ毎に機能・依存関係などを
示すﾒﾀ情報を普遍的なﾀｸﾞ形式で定義

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ毎に機能・依存関係などを
示すﾒﾀ情報を普遍的なﾀｸﾞ形式で定義

Data系(HTTP/Web)
⑨高信頼経路制御ﾌﾟﾛﾄｺﾙｿﾌﾄｳｪｱ開発

③ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｱｳｪｱ
計測ｴｰｼﾞｪﾝﾄ

②NW品質計測ｻｰﾊﾞ
イ）上位レイヤを考慮したセッション間

品質計測・制御技術に関する研究開発

ウ）新たなアプリケーションの
登場等に適応可能な品質制御基

盤技術に関する研究開発

③ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｱｳｪｱ
計測ﾉｰﾄﾞ

３．課題（２）全体概要図
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ISP2

ISP1

攻撃対象サーバ

企業など

踏み台サーバ

ユーザ

踏み台サーバ

××××

××××

トラヒック
監視

検出検出検出検出エンジンエンジンエンジンエンジン

オペレーション
システム(ISP1)

検出検出検出検出エンジンエンジンエンジンエンジン

オペレーション
システム(ISP2)

分析検出

情報集約装置情報集約装置

課題（３）－ア
大規模トラヒック監視

課題（３）－イ
異常トラヒック分析

課題（３）－ウ
異常トラヒック制御

●構成イメージ

異常トラヒックを検出・制御するアーキテクチャとして、3つのサブゴールに取り組む

ProbeProbe

ProbeProbe

ProbeProbe

４．課題（３） 全体概要図

ネットワーク
制御装置

ネットワーク
制御装置

ルータ
制御装置

ルータ
制御装置

ネットワーク
制御装置

ネットワーク
制御装置

トラヒック
監視装置

トラヒック
監視装置

トラヒック
制御

トラヒック
制御

トラヒック
監視

トラヒック
監視装置

トラヒック
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「次世代次世代次世代次世代バックボーンバックボーンバックボーンバックボーンにににに関関関関するするするする研究開発研究開発研究開発研究開発」の具体的技術課題の研究を5社にて効率的な研究開発を実施

NTTコミュニケーションズコミュニケーションズコミュニケーションズコミュニケーションズ株式会社株式会社株式会社株式会社

【【【【代表研究機関代表研究機関代表研究機関代表研究機関】】】】

日本電信電話株式会社日本電信電話株式会社日本電信電話株式会社日本電信電話株式会社

東日本電信電話株式会社東日本電信電話株式会社東日本電信電話株式会社東日本電信電話株式会社

日本電気株式会社日本電気株式会社日本電気株式会社日本電気株式会社

株式会社株式会社株式会社株式会社 日立製作所日立製作所日立製作所日立製作所

（（（（１１１１）））） 分散分散分散分散バックボーンバックボーンバックボーンバックボーン構築技術構築技術構築技術構築技術にににに関関関関するするするする研究開発研究開発研究開発研究開発

ア）地域間トラヒック交換管理技術に関する研究開発（NTT,NTT東日本,NTTCom） 平成平成平成平成１９１９１９１９年度完了年度完了年度完了年度完了

イ）分散型バックボーン高信頼化技術に関する研究開発（NTT,NTT東日本,NTTCom）

ウ）分散型バックボーン容量拡張技術に関する研究開発（NEC,日立）

エ）分散型バックボーンノード自律再構成技術に関する研究開発（NTT.NTTCom,NEC）平成平成平成平成２０２０２０２０年度完了年度完了年度完了年度完了

体制体制体制体制 課題分担課題分担課題分担課題分担

（（（（２２２２）））） 複数事業者間複数事業者間複数事業者間複数事業者間のののの品質保証技術品質保証技術品質保証技術品質保証技術にににに関関関関するするするする研究開発研究開発研究開発研究開発

ア）品質情報の複数事業者間流通技術に関する研究開発（NEC）

イ）上位レイヤを考慮したセッション間品質計測・制御技術に関する研究開発（NEC）

ウ）新たなアプリケーションの登場等に適応可能な品質制御基盤技術に関する研究開発（NEC平成平成平成平成２０２０２０２０年度完了年度完了年度完了年度完了

（（（（３３３３）））） 異常異常異常異常トラヒックトラヒックトラヒックトラヒックのののの検出検出検出検出・・・・制御技術制御技術制御技術制御技術にににに関関関関するするするする研究開発研究開発研究開発研究開発

ア）大規模トラヒック監視技術に関する研究開発（NTT,日立,NEC）

イ）異常トラヒックの検出・分析技術の高度化に関する研究開発（NTT,NEC）平成平成平成平成２０２０２０２０年度完了年度完了年度完了年度完了

ウ）異常トラヒックの制御技術の高度化に関する研究開発（NTT,日立）

５．研究体制と課題分担
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６．研究実施計画

H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度

次世代次世代次世代次世代バックボーンバックボーンバックボーンバックボーンにににに
関関関関するするするする研究開発研究開発研究開発研究開発

（１）
分散バックボーン構築
技術に関する研究開発

（２）
複数事業者間の品質保証
技術に関する研究開発

（３）
異常トラヒックの検出・制御
技術に関する研究開発

アルゴリズム,パラメータの検討,基本機能開発

アルゴリズム,パラメータの検討,基本機能開発

アルゴリズム組込,評価

アルゴリズム組込,評価

一架3Tbpsノード検証・試作,40G-I/F試作

基本アーキテクチャ検討,基本システム試作 応用システム試作,ノード実装,評価

基礎研究・シミュレーション・評価 テストベット構築による実用性評価

調査・基礎研究 シミュレーション・評価 実用性評価

方式検討・試作 実用性評価・相互連携検証

基礎研究・10Gエンジン技術開発・実証 応用研究・40Gエンジン技術開発・実証

実証・商用品質基礎研究・システム統合

方式検討,アーキテクチャ開発 評価

（ア）

（イ）

（ウ）

（エ）

（ア）

（イ）

（ウ）

（ア）

（イ）

（ウ）

基礎研究,基礎技術確立
研究成果の相互連携・相互利用

実用化技術確立
総合検証,評価

テストベッド環境構築

テストベッドによる総合検証

分散仮想化ノード構成技術開発・評価
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７．対外発表等の目標/実績

8

3

13

6

18

0

24

21

実績実績実績実績

-

-

9

15

7

13

18

目標目標目標目標

H21年度年度年度年度

報道発表数

研究発表数（誌上）

研究発表数（口頭）

論文掲載数

受賞数

国際標準提案数

特許出願数

特許取得数

成果件数成果件数成果件数成果件数
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個別研究成果個別研究成果個別研究成果個別研究成果個別研究成果個別研究成果個別研究成果個別研究成果
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Ｈ２１年度研究成果（目標達成度）

【【【【達成状況達成状況達成状況達成状況】】】】 予定通予定通予定通予定通りりりり
・・・・ 障害復旧障害復旧障害復旧障害復旧システムシステムシステムシステムのののの完成完成完成完成 ：：：：処理時間処理時間処理時間処理時間((((二時間以内二時間以内二時間以内二時間以内))))、、、、スケーラビリティスケーラビリティスケーラビリティスケーラビリティ((((ノードノードノードノード百台百台百台百台))))のののの実現実現実現実現
・・・・ 「「「「経路設計経路設計経路設計経路設計」」」」機能機能機能機能のののの拡張拡張拡張拡張 ：：：：経路指定経路指定経路指定経路指定パスパスパスパス／／／／非指定非指定非指定非指定パスパスパスパス混在混在混在混在環境環境環境環境でのでのでのでの経路設計経路設計経路設計経路設計

：：：：接続回線接続回線接続回線接続回線のののの冗長化構成冗長化構成冗長化構成冗長化構成へのへのへのへの対応対応対応対応

（（（（１１１１））））分散分散分散分散バックボーンバックボーンバックボーンバックボーン構築技術構築技術構築技術構築技術にににに関関関関するするするする研究開発研究開発研究開発研究開発
イイイイ））））分散型分散型分散型分散型バックボーンバックボーンバックボーンバックボーン高信頼化技術高信頼化技術高信頼化技術高信頼化技術にににに関関関関するするするする研究開発研究開発研究開発研究開発（（（（担当担当担当担当：：：：東日本電信電話東日本電信電話東日本電信電話東日本電信電話、、、、NTTコミュニケーションズコミュニケーションズコミュニケーションズコミュニケーションズ））））

【【【【年次目標年次目標年次目標年次目標】】】】：：：：大規模災害時大規模災害時大規模災害時大規模災害時のののの障害検知障害検知障害検知障害検知～～～～復旧復旧復旧復旧までのまでのまでのまでの一連処理一連処理一連処理一連処理のののの性能性能性能性能、、、、スケーラビリティスケーラビリティスケーラビリティスケーラビリティ向上向上向上向上

広域広域広域広域バックボーンバックボーンバックボーンバックボーン

障害部位特定

シミュレート条件 ＜イ－１＞ NTT ComNTT ComNTT ComNTT Com
障害部位の
特定アルゴリズム

＜イ－１＞ NTT ComNTT ComNTT ComNTT Com
障害部位の
特定アルゴリズム

＜イ－２＞ 日本電信電話日本電信電話日本電信電話日本電信電話
障害の
復旧アルゴリズム

＜イ－２＞ 日本電信電話日本電信電話日本電信電話日本電信電話
障害の
復旧アルゴリズム

＜イ－３(b)＞ NTT ComNTT ComNTT ComNTT Com
シミュレーション技術、

ネットワーク制御技術

＜イ－３(b)＞ NTT ComNTT ComNTT ComNTT Com
シミュレーション技術、

ネットワーク制御技術

障害部位

優先順位やリソース利用状況に
応じた最適パスをシミュレート

結果を順次NWに反映

＜イ－３(a)＞ 東日本東日本東日本東日本電信電話電信電話電信電話電信電話
シミュレーションのための
入出力条件

＜イ－３(a)＞ 東日本東日本東日本東日本電信電話電信電話電信電話電信電話
シミュレーションのための
入出力条件

構成情報

アルゴリズムを含む一連機能の組み込み、及び経路設計機能
のスケーラビリティを向上したシステムのプロトタイプ製造を行
い、機能の確認及び評価を実施 (NTTｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ)

入出力条件の決定 (東日本電信電話)

b）

a）ｲ-3

H19年度に研究開発を完了

(日本電信電話)

H20年度に研究開発を完了
(NTTｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ)

ｲ-2

a,b

ｲ-1

目的目的目的目的：：：：大規模障害発生時大規模障害発生時大規模障害発生時大規模障害発生時にににに故障影響範囲等故障影響範囲等故障影響範囲等故障影響範囲等をををを特定特定特定特定しししし、、、、2222時間以内時間以内時間以内時間以内にににに最適最適最適最適ななななネットワークネットワークネットワークネットワークにににに再構成再構成再構成再構成することをすることをすることをすることを実現実現実現実現するするするする。。。。

・スケーラビリティの検証
-擬似大規模ＮＷでの評価

・経路設計機能の拡張
-経路指定/非指定パス混在
-接続回線の高信頼化

必要なパラメータの見直し、カスタマイズ
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【【【【年次目標年次目標年次目標年次目標】】】】

（（（（ｳｳｳｳ----1111））））平成平成平成平成20年度年度年度年度までのまでのまでのまでの成果成果成果成果ををををベースベースベースベースににににプロトタイププロトタイププロトタイププロトタイプをををを開発開発開発開発しししし複数筐体複数筐体複数筐体複数筐体にににに跨跨跨跨ってってってってハードウェアハードウェアハードウェアハードウェア連携仮想連携仮想連携仮想連携仮想マシンマイグレーションマシンマイグレーションマシンマイグレーションマシンマイグレーション
をををを利用利用利用利用したしたしたした仮想仮想仮想仮想ノードノードノードノード構成技術構成技術構成技術構成技術ののののシステムシステムシステムシステム検証検証検証検証をををを実施実施実施実施するするするする。。。。 （（（（日本電気日本電気日本電気日本電気））））

（（（（ｳｳｳｳ----3333））））平成平成平成平成20年度年度年度年度にににに開発開発開発開発したしたしたしたプロトタイププロトタイププロトタイププロトタイプをををを実証実証実証実証によりによりによりにより抽出抽出抽出抽出したしたしたした課題課題課題課題にににに基基基基づいてづいてづいてづいて改良改良改良改良、、、、大容量化大容量化大容量化大容量化をををを行行行行いいいい、、、、QoS制御制御制御制御システムシステムシステムシステムとととと分散分散分散分散ノードノードノードノードののののQoS制制制制
御機能部御機能部御機能部御機能部をををを連携連携連携連携してしてしてしてグローバルアドレスグローバルアドレスグローバルアドレスグローバルアドレス／／／／プライベートアドレスプライベートアドレスプライベートアドレスプライベートアドレス混在混在混在混在アクセスアクセスアクセスアクセス環境環境環境環境でででで動作検証動作検証動作検証動作検証をををを行行行行なうなうなうなう。。。。 （（（（日立製作所日立製作所日立製作所日立製作所））））

（（（（１１１１））））分散分散分散分散バックボーンバックボーンバックボーンバックボーン構築技術構築技術構築技術構築技術にににに関関関関するするするする研究開発研究開発研究開発研究開発
ウウウウ））））分散型分散型分散型分散型バックボーンバックボーンバックボーンバックボーン容量拡張技術容量拡張技術容量拡張技術容量拡張技術にににに関関関関するするするする研究開発研究開発研究開発研究開発 （（（（担当担当担当担当：：：：日本電気日本電気日本電気日本電気、、、、日立製作所日立製作所日立製作所日立製作所））））

複数筐体に跨って、ハードウェア連携仮想マシン マイグレーションを利
用した仮想ノードを構成するためのバックプレーン仮想化エンジン技術を
強化。I/Oモジュールの複数筺体、複数CPUカードからの同時シェアを
PCI Express標準デバイス、ドライバをそのまま利用して実現。

Ｈ２１年度研究成果（目標達成度）

課題１－ウ）－１ （担当：日本電気） 課題１－ウ）－３ （担当：日立製作所）

目的目的目的目的：：：：バックプレーンバックプレーンバックプレーンバックプレーン仮想化技術開発仮想化技術開発仮想化技術開発仮想化技術開発とととと仮想仮想仮想仮想マシンマシンマシンマシン技術拡張技術拡張技術拡張技術拡張のののの連携連携連携連携でででで分散仮想分散仮想分散仮想分散仮想ノードノードノードノード構成技術構成技術構成技術構成技術のののの確立確立確立確立（（（（日本電気日本電気日本電気日本電気））））
グローバルアドレスグローバルアドレスグローバルアドレスグローバルアドレス／／／／プライベートアドレスプライベートアドレスプライベートアドレスプライベートアドレスがががが混在混在混在混在するするするする複数網間連携複数網間連携複数網間連携複数網間連携でのでのでのでのQoSQoSQoSQoS技術技術技術技術のののの確立確立確立確立（（（（日立製作所日立製作所日立製作所日立製作所））））

【【【【達成状況達成状況達成状況達成状況】】】】・・・・高高高高いいいいノードノードノードノード拡張性拡張性拡張性拡張性をををを実現実現実現実現するためのするためのするためのするための複数筐体複数筐体複数筐体複数筐体にににに跨跨跨跨ってってってってハードウェアハードウェアハードウェアハードウェア、、、、ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア連携拡張連携拡張連携拡張連携拡張をををを行行行行うううう「「「「分散仮想分散仮想分散仮想分散仮想ノードノードノードノード構成技術構成技術構成技術構成技術」」」」をををを確立確立確立確立したしたしたした。。。。

CPU / Root ComplexCPU / Root Complex

VMVM VMVM
SR

PCIM

SR

PCIM

PCIe

Switch

PCIe

Switch

SR-IOV対応対応対応対応I/O

PFPF VFVF VFVF VFVFPFPF VFVF VFVF VFVF

CPU仮想化仮想化仮想化仮想化・・・・ドライバドライバドライバドライバCPU仮想化仮想化仮想化仮想化・・・・ドライバドライバドライバドライバ

CPU / Root ComplexCPU / Root Complex

VMVM VMVM
SR

PCIM

SR

PCIM

MR-Express EtherMR-Express Ether

SR-IOV対応対応対応対応I/O

PFPF VFVF VFVF VFVFPFPF VFVF VFVF VFVF

OS・・・・ドライバドライバドライバドライバOS・・・・ドライバドライバドライバドライバ

CPU / Root ComplexCPU / Root Complex

OS・・・・ドライバドライバドライバドライバOS・・・・ドライバドライバドライバドライバ

SR

PCIM

SR

PCIM

PCI Express標準標準標準標準SR-IOV方式方式方式方式PCI Express標準標準標準標準SR-IOV方式方式方式方式

従来従来従来従来ののののPCI Expressとほぼとほぼとほぼとほぼ同同同同じじじじ
・・・・ツリートポロジーツリートポロジーツリートポロジーツリートポロジーのままのままのままのまま

・・・・デバイスデバイスデバイスデバイスのののの設定設定設定設定はははは一人一人一人一人だけだけだけだけ

MR-ExpEtherははははSR-IOVののののVFをををを
複数筺体複数筺体複数筺体複数筺体へへへへ割割割割りりりり当当当当てることでてることでてることでてることで
複数筺体複数筺体複数筺体複数筺体ののののI/O共有共有共有共有をををを実現実現実現実現

MR-ExpEtherははははSR-IOVののののVFをををを
複数筺体複数筺体複数筺体複数筺体へへへへ割割割割りりりり当当当当てることでてることでてることでてることで
複数筺体複数筺体複数筺体複数筺体ののののI/O共有共有共有共有をををを実現実現実現実現

サービス制御/
管理システム

QoS ポ リ シ ー
サーバ

QoS制御
（コアノード）QoS制御

（エッジノード）

QoS ポ リ シ ー
サーバ

サービス制御/
管理システム

ルータ機能拡張部

ポリシー
協調

アクセス網
（ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄｱﾄﾞﾚｽ）

コア網
（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｱﾄﾞﾚｽ）

アドレス変換機能
高速・大容量化

ルータ機能拡張部

・20Mセッション／秒

・10Gbps

送信

受信

経経経経

路路路路

解解解解

決決決決

経経経経

路路路路

解解解解

決決決決

N

I

F

N

I

F

N

A

P

T

ルータルータルータルータ

１．ポリシーサーバの開発を行い、複数のドメイン間で連携することを主軸としたシ
ステムを構築して検証を完了。
２．平成20年度に試作した、通信事業者やISP向けのネットワークアドレス変換機
能の追加試作を行い、基本機能、現状性能、実用性能・機能実現の検証を完了。
３．１と２を組合せて、グローバルとプライベートのアドレスが混在したネットワーク
環境下で、各ドメイン内を管理するポリシーサーバの間で連携検証を完了。
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検査検査検査検査フローフローフローフロー経路経路経路経路のののの設定設定設定設定

検査検査検査検査フローフローフローフロー

品質情報品質情報品質情報品質情報

ネットワーク制御装置 内部状態推定装置

拠点A

拠点D

拠点B

拠点C

C

A

B

D
情報流通網

共通基盤システム

情報収集・指示

共通基盤システムA 共通基盤システムB 共通基盤システムC 共通基盤システムD

共通基盤システム Bus

xFlow

Mediator

アクティブ
計測

管理機構

拠点A・Bの

品質計測結果

共通基盤システム Bus

xFlow

Mediator

アクティブ
計測

管理機構

品質分析

共通基盤システム Bus

xFlow

Mediator

アクティブ
計測

管理機構

経路情報

共通基盤システム Bus

xFlow

Mediator

アクティブ
計測

管理機構

拠点C・Dの

品質計測結果

拠点Aのネットワーク 拠点Bのネットワーク 拠点Cのネットワーク 拠点Dのネットワーク

拠点A

拠点D

拠点B

拠点C

C

A

B

D
情報流通網

共通基盤システム

情報収集・指示

拠点A

拠点D

拠点B

拠点C

C

A

B

D
情報流通網

共通基盤システム

情報収集・指示

共通基盤システムA 共通基盤システムB 共通基盤システムC 共通基盤システムD

共通基盤システム Bus

xFlow

Mediator

アクティブ
計測

管理機構

拠点A・Bの

品質計測結果

共通基盤システム Bus

xFlow

Mediator

アクティブ
計測

管理機構

品質分析

共通基盤システム Bus

xFlow

Mediator

アクティブ
計測

管理機構

経路情報

共通基盤システム Bus

xFlow

Mediator

アクティブ
計測

管理機構

拠点C・Dの

品質計測結果

拠点Aのネットワーク 拠点Bのネットワーク 拠点Cのネットワーク 拠点Dのネットワーク

【【【【年次目標年次目標年次目標年次目標】】】】
（（（（ｱｱｱｱ----1111））））広域実広域実広域実広域実ネットワークネットワークネットワークネットワーク上上上上でのでのでのでの実証実験実証実験実証実験実証実験（（（（日本電気日本電気日本電気日本電気））））
（（（（ｱｱｱｱ----2222）））） 10程度程度程度程度のののの事業者間事業者間事業者間事業者間でのでのでのでの品質情報交換品質情報交換品質情報交換品質情報交換のののの実現実現実現実現をををを目指目指目指目指したしたしたした最終的最終的最終的最終的なななな実証実験実証実験実証実験実証実験 （（（（日本電気日本電気日本電気日本電気））））

（（（（２２２２））））複数事業者間複数事業者間複数事業者間複数事業者間のののの品質保証技術品質保証技術品質保証技術品質保証技術にににに関関関関するするするする研究開発研究開発研究開発研究開発
アアアア））））複数事業者間品質情報流通技術複数事業者間品質情報流通技術複数事業者間品質情報流通技術複数事業者間品質情報流通技術にににに関関関関するするするする研究開発研究開発研究開発研究開発 （（（（担当担当担当担当：：：：日本電気日本電気日本電気日本電気））））

一台一台一台一台ののののプローブプローブプローブプローブによるによるによるによる推定方式推定方式推定方式推定方式 共通基盤共通基盤共通基盤共通基盤システムシステムシステムシステムのののの分散処理形態分散処理形態分散処理形態分散処理形態

【達成状況】
・１台のプローブでネットワーク内部状態を推定する方式を提案し、シミュレーション評価により有効性を確認。また、共通基盤シ

ステムへ分散処理機能を追加し、各提案方式を大規模な実験ネットワーク上で評価することで、これらの有効性を確認。
・アプリケーション毎の品質劣化箇所分析技術と、分析に必要な情報を交換する共通基盤システムの両技術を利用し、複数事

業者などの大規模網でアプリケーションに応じた品質分析/保証を実現（当初目標達成）

Ｈ２１年度研究成果（目標達成度）

（２）（１）

目的目的目的目的：：：：検出検出検出検出のののの難難難難しいしいしいしいSilent FailureSilent FailureSilent FailureSilent Failureをををを効率的効率的効率的効率的にににに検出検出検出検出しししし、、、、事業者間事業者間事業者間事業者間ででででアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションにににに応応応応じたじたじたじた品質保証品質保証品質保証品質保証をををを実現実現実現実現

プローブ装置
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課題課題課題課題２２２２－－－－アアアア・・・・イイイイ連携実証連携実証連携実証連携実証テストベッドテストベッドテストベッドテストベッドをををを構築構築構築構築しししし、、、、ネッネッネッネッ
トワークトワークトワークトワーク状況状況状況状況にににに基基基基づくづくづくづく品質制御品質制御品質制御品質制御がががが行行行行われているこわれているこわれているこわれているこ
とをとをとをとを確認確認確認確認

【【【【年次目標年次目標年次目標年次目標】】】】

（（（（ｲｲｲｲ----1111））））（（（（ｲｲｲｲ-2））））品質計測技術及品質計測技術及品質計測技術及品質計測技術及びびびび品質制御技術品質制御技術品質制御技術品質制御技術のののの試作及試作及試作及試作及びびびびテストベットテストベットテストベットテストベット構築構築構築構築によるによるによるによる実用性評価実用性評価実用性評価実用性評価（（（（日本電気日本電気日本電気日本電気））））

（（（（２２２２））））複数事業者間複数事業者間複数事業者間複数事業者間のののの品質保証技術品質保証技術品質保証技術品質保証技術にににに関関関関するするするする研究開発研究開発研究開発研究開発
イイイイ））））上位上位上位上位レイヤレイヤレイヤレイヤをををを考慮考慮考慮考慮したしたしたしたセッションセッションセッションセッション間品質計測間品質計測間品質計測間品質計測・・・・制御技術制御技術制御技術制御技術にににに関関関関するするするする研究開発研究開発研究開発研究開発（（（（担当担当担当担当：：：：日本電気日本電気日本電気日本電気））））

Ｈ２１年度研究成果（目標達成度）

（２）（１） 複数事業者間複数事業者間複数事業者間複数事業者間におけるにおけるにおけるにおける品質制御情品質制御情品質制御情品質制御情
報交換遅延報交換遅延報交換遅延報交換遅延をををを短縮短縮短縮短縮するするするする方式方式方式方式をををを開発開発開発開発

サーバサーバサーバサーバ機能機能機能機能のののの一部一部一部一部ををををプローブプローブプローブプローブへへへへ移移移移しししし、、、、分分分分
散処理散処理散処理散処理することですることですることですることで、、、、推定精度推定精度推定精度推定精度をををを落落落落とさずとさずとさずとさず
システムシステムシステムシステム全体全体全体全体をををを軽量化軽量化軽量化軽量化するするするする方式方式方式方式をををを開発開発開発開発

目的目的目的目的：：：：論理論理論理論理オーバーレイオーバーレイオーバーレイオーバーレイNWNWNWNW群群群群をををを構成構成構成構成しししし、、、、セッションレベルセッションレベルセッションレベルセッションレベルのののの品質計測品質計測品質計測品質計測をををを効率化効率化効率化効率化することですることですることですることで、、、、外部環境外部環境外部環境外部環境のののの差異差異差異差異にににに影響影響影響影響されないされないされないされない通信品質制通信品質制通信品質制通信品質制
御御御御をををを実現実現実現実現

Results [sampling rate=0.25]
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Space-Code Bloom Filter により、ﾌﾟﾛｰﾌﾞ上でｻ
ﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾊﾟｹｯﾄから重複Ack の事象を抽出するこ

とで、ｻｰﾊﾞにおける推定処理の負荷を軽減
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提案提案提案提案：：：：ほぼほぼほぼほぼ正確正確正確正確
にににに推定推定推定推定

各ノードの位置・所属ドメインに基づいて座標
を割り当て、座標間距離からノード間遅延を推
定。遅延に基づいて隣接ノードを決定
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遅延遅延遅延遅延をををを半分程度半分程度半分程度半分程度にににに短縮短縮短縮短縮

【達成状況】
・品質計測システムにおいて処理負荷を抑えながら計測精度を向上する方式を提案し、その実装に対して有効性を検証。品質

制御システムにおいて品質制御情報交換遅延を短縮する方式を提案し、シミュレーションで有効性を検証。
・セッション毎の高速な通信品質計測技術と効率的に品質情報を流通させる通信品質制御技術を利用し、ルータQoS機能に依

存しないオーバーレイ通信品質制御を実現（当初目標達成）

ＳｔａｒＢＥＤＳｔａｒＢＥＤＳｔａｒＢＥＤＳｔａｒＢＥＤ内内内内にににに構築構築構築構築

オーバレイオーバレイオーバレイオーバレイ経路制御経路制御経路制御経路制御品質計測情報品質計測情報品質計測情報品質計測情報
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【【【【年次目標年次目標年次目標年次目標】】】】
（（（（アアアア----1111））））実用化実用化実用化実用化にににに向向向向けたけたけたけた監視監視監視監視////分析連携分析連携分析連携分析連携システムシステムシステムシステムのののの開発開発開発開発((((機能拡充機能拡充機能拡充機能拡充))))、、、、全系連携検証全系連携検証全系連携検証全系連携検証、、、、標準化標準化標準化標準化 （ＮＴＴ）（ＮＴＴ）（ＮＴＴ）（ＮＴＴ）
（（（（アアアア----2222））））蓄積情報蓄積情報蓄積情報蓄積情報にににに対対対対するするするする検索受付窓口検索受付窓口検索受付窓口検索受付窓口のののの統合統合統合統合およびおよびおよびおよび全系連携全系連携全系連携全系連携によるによるによるによる総合評価総合評価総合評価総合評価((((実装実装実装実装をををを含含含含むむむむ)))) （（（（日立日立日立日立））））
（（（（アアアア----3333））））40Gbps40Gbps40Gbps40Gbpsインタフェースインタフェースインタフェースインタフェースのののの大規模大規模大規模大規模トラヒックトラヒックトラヒックトラヒック監視監視監視監視システムシステムシステムシステムのののの商用品質商用品質商用品質商用品質のののの実現実現実現実現 （（（（NECNECNECNEC））））

・・・・大規模大規模大規模大規模トラヒックトラヒックトラヒックトラヒック監視監視監視監視のためののためののためののための要素技術開発要素技術開発要素技術開発要素技術開発((((実用化向実用化向実用化向実用化向けけけけ機能拡充機能拡充機能拡充機能拡充))))
・・・・異常異常異常異常トラヒックトラヒックトラヒックトラヒック検出検出検出検出・・・・制御技術制御技術制御技術制御技術ののののシステムシステムシステムシステムとしてのとしてのとしてのとしての実用化実用化実用化実用化にににに向向向向けたけたけたけた 監視監視監視監視・・・・分析分析分析分析・・・・制御技術制御技術制御技術制御技術のののの連携検証連携検証連携検証連携検証
→→→→いずれもいずれもいずれもいずれも最終的最終的最終的最終的にににに実用化実用化実用化実用化のののの見通見通見通見通しをしをしをしを立立立立てるためのてるためのてるためのてるための重要重要重要重要なななな研究項目研究項目研究項目研究項目

・・・・大規模大規模大規模大規模トラヒックトラヒックトラヒックトラヒック監視監視監視監視のためののためののためののための要素技術開発要素技術開発要素技術開発要素技術開発((((実用化向実用化向実用化向実用化向けけけけ機能拡充機能拡充機能拡充機能拡充))))
・・・・異常異常異常異常トラヒックトラヒックトラヒックトラヒック検出検出検出検出・・・・制御技術制御技術制御技術制御技術ののののシステムシステムシステムシステムとしてのとしてのとしてのとしての実用化実用化実用化実用化にににに向向向向けたけたけたけた 監視監視監視監視・・・・分析分析分析分析・・・・制御技術制御技術制御技術制御技術のののの連携検証連携検証連携検証連携検証
→→→→いずれもいずれもいずれもいずれも最終的最終的最終的最終的にににに実用化実用化実用化実用化のののの見通見通見通見通しをしをしをしを立立立立てるためのてるためのてるためのてるための重要重要重要重要なななな研究項目研究項目研究項目研究項目

Ｈ２１年度研究成果（目標達成度）
（（（（３３３３））））異常異常異常異常トラヒックトラヒックトラヒックトラヒック検出検出検出検出・・・・制御技術制御技術制御技術制御技術にににに関関関関するするするする研究開発研究開発研究開発研究開発

アアアア））））大規模大規模大規模大規模トラヒックトラヒックトラヒックトラヒック監視技術監視技術監視技術監視技術にににに関関関関するするするする研究開発研究開発研究開発研究開発 （（（（担当担当担当担当：：：：NTTNTTNTTNTT、、、、日立日立日立日立、、、、NECNECNECNEC））））

分析系分析系分析系分析系監視系監視系監視系監視系

i-TRACS: トラヒック制御装置

ネットワーク制御装置詳細分析装置広域監視装置

情報集約装置 フローメディエータ

制御系制御系制御系制御系

ＡＰ分析装置

APプローブ ルータ制御装置

CR

ECR
(選択的sFlow)

SIP

ECR
(xFlow)

ECR
(NetFlow v9)

ECR
(NetFlow v9)

ER

ER

ER

直接被害者

巻き添え被害者

DDoS攻撃
加害者

DDoS攻撃加害者

正常
ユーザ

NWオペレーション装置(課題１等)

※ CR: Core Router, ECR: Edge Core Router, ER: Edge Router

((((アアアア----3333----2) 2) 2) 2) 40Gbps40Gbps40Gbps40Gbps化化化化
商用品質高機能商用品質高機能商用品質高機能商用品質高機能トラヒックトラヒックトラヒックトラヒック処理処理処理処理カードカードカードカードのののの
クラスタリングクラスタリングクラスタリングクラスタリング化化化化によるによるによるによる40Gbps40Gbps40Gbps40Gbps化化化化（（（（NECNECNECNEC））））

((((アアアア----3333----2) 2) 2) 2) 40Gbps40Gbps40Gbps40Gbps化化化化
商用品質高機能商用品質高機能商用品質高機能商用品質高機能トラヒックトラヒックトラヒックトラヒック処理処理処理処理カードカードカードカードのののの
クラスタリングクラスタリングクラスタリングクラスタリング化化化化によるによるによるによる40Gbps40Gbps40Gbps40Gbps化化化化（（（（NECNECNECNEC））））

((((アアアア----1111----1) 1) 1) 1) システムシステムシステムシステム開発開発開発開発
監視監視監視監視・・・・分析連携分析連携分析連携分析連携システムシステムシステムシステムのののの機能拡充機能拡充機能拡充機能拡充
※※※※IPv6IPv6IPv6IPv6対応対応対応対応やややや経路変動対応経路変動対応経路変動対応経路変動対応などなどなどなど （（（（NTTNTTNTTNTT））））

((((アアアア----1111----1) 1) 1) 1) システムシステムシステムシステム開発開発開発開発
監視監視監視監視・・・・分析連携分析連携分析連携分析連携システムシステムシステムシステムのののの機能拡充機能拡充機能拡充機能拡充
※※※※IPv6IPv6IPv6IPv6対応対応対応対応やややや経路変動対応経路変動対応経路変動対応経路変動対応などなどなどなど （（（（NTTNTTNTTNTT））））

((((アアアア----1111----2) 2) 2) 2) 全系連携検証全系連携検証全系連携検証全系連携検証
実用化向実用化向実用化向実用化向けのけのけのけの知見知見知見知見をををを得得得得るためのるためのるためのるための監視監視監視監視・・・・
分析分析分析分析・・・・制御制御制御制御にににに関関関関わるわるわるわる全系連携検証全系連携検証全系連携検証全系連携検証
※※※※フィールドトライアルフィールドトライアルフィールドトライアルフィールドトライアルもももも含含含含むむむむ （（（（NTTNTTNTTNTT））））

((((アアアア----1111----2) 2) 2) 2) 全系連携検証全系連携検証全系連携検証全系連携検証
実用化向実用化向実用化向実用化向けのけのけのけの知見知見知見知見をををを得得得得るためのるためのるためのるための監視監視監視監視・・・・
分析分析分析分析・・・・制御制御制御制御にににに関関関関わるわるわるわる全系連携検証全系連携検証全系連携検証全系連携検証
※※※※フィールドトライアルフィールドトライアルフィールドトライアルフィールドトライアルもももも含含含含むむむむ （（（（NTTNTTNTTNTT））））

((((アアアア----1111----3) 3) 3) 3) 標準化標準化標準化標準化
トラヒックトラヒックトラヒックトラヒック監視機能監視機能監視機能監視機能のののの実装実装実装実装・・・・検証検証検証検証とととと標準化標準化標準化標準化（（（（NTTNTTNTTNTT））））

((((アアアア----1111----3) 3) 3) 3) 標準化標準化標準化標準化
トラヒックトラヒックトラヒックトラヒック監視機能監視機能監視機能監視機能のののの実装実装実装実装・・・・検証検証検証検証とととと標準化標準化標準化標準化（（（（NTTNTTNTTNTT））））

((((アアアア----2222----1) 1) 1) 1) 全系連携検証全系連携検証全系連携検証全系連携検証
全系連携全系連携全系連携全系連携オペレーションオペレーションオペレーションオペレーションによるによるによるによる総合評価総合評価総合評価総合評価およびおよびおよびおよび
一部実装一部実装一部実装一部実装（（（（日立日立日立日立））））

((((アアアア----2222----1) 1) 1) 1) 全系連携検証全系連携検証全系連携検証全系連携検証
全系連携全系連携全系連携全系連携オペレーションオペレーションオペレーションオペレーションによるによるによるによる総合評価総合評価総合評価総合評価およびおよびおよびおよび
一部実装一部実装一部実装一部実装（（（（日立日立日立日立））））

((((アアアア----2222----2) 2) 2) 2) 蓄積情報蓄積情報蓄積情報蓄積情報にににに対対対対するするするする検索受付窓口検索受付窓口検索受付窓口検索受付窓口のののの統合統合統合統合
蓄積情報蓄積情報蓄積情報蓄積情報にににに対対対対するするするする検索受付窓口検索受付窓口検索受付窓口検索受付窓口をををを統合統合統合統合するするするする
システムシステムシステムシステムのののの一部実装一部実装一部実装一部実装（（（（日立日立日立日立））））

((((アアアア----2222----2) 2) 2) 2) 蓄積情報蓄積情報蓄積情報蓄積情報にににに対対対対するするするする検索受付窓口検索受付窓口検索受付窓口検索受付窓口のののの統合統合統合統合
蓄積情報蓄積情報蓄積情報蓄積情報にににに対対対対するするするする検索受付窓口検索受付窓口検索受付窓口検索受付窓口をををを統合統合統合統合するするするする
システムシステムシステムシステムのののの一部実装一部実装一部実装一部実装（（（（日立日立日立日立））））

目的目的目的目的：：：：大規模大規模大規模大規模バックボーンバックボーンバックボーンバックボーンののののトラヒックトラヒックトラヒックトラヒックをををを多角的多角的多角的多角的にににに監視監視監視監視するするするする技術技術技術技術をををを確立確立確立確立するするするする（（（（NTTNTTNTTNTT））））
10Gbps10Gbps10Gbps10Gbps級級級級リンクリンクリンクリンクでのでのでのでのネットワークサービスレベルネットワークサービスレベルネットワークサービスレベルネットワークサービスレベルののののトラヒックトラヒックトラヒックトラヒック監視技術監視技術監視技術監視技術のののの実現実現実現実現（（（（日立日立日立日立））））
10Gbps10Gbps10Gbps10Gbps以上以上以上以上のののの高速高速高速高速インタフェースインタフェースインタフェースインタフェースでのでのでのでのアプリケーションセッションモニタリングアプリケーションセッションモニタリングアプリケーションセッションモニタリングアプリケーションセッションモニタリング技術技術技術技術のののの実現実現実現実現（（（（NECNECNECNEC））））

((((アアアア----3333----1)1)1)1)商用品質商用品質商用品質商用品質高機能高機能高機能高機能トラヒックトラヒックトラヒックトラヒック処理処理処理処理カードカードカードカード開発開発開発開発
10Gbps10Gbps10Gbps10Gbpsフローフローフローフロー管理管理管理管理エンジンエンジンエンジンエンジンとととと負荷分散機構搭載負荷分散機構搭載負荷分散機構搭載負荷分散機構搭載
（（（（NECNECNECNEC））））

((((アアアア----3333----1)1)1)1)商用品質商用品質商用品質商用品質高機能高機能高機能高機能トラヒックトラヒックトラヒックトラヒック処理処理処理処理カードカードカードカード開発開発開発開発
10Gbps10Gbps10Gbps10Gbpsフローフローフローフロー管理管理管理管理エンジンエンジンエンジンエンジンとととと負荷分散機構搭載負荷分散機構搭載負荷分散機構搭載負荷分散機構搭載
（（（（NECNECNECNEC））））

【【【【達成状況達成状況達成状況達成状況】】】】・・・・システムシステムシステムシステム開発開発開発開発およびおよびおよびおよび全系連携検証全系連携検証全系連携検証全系連携検証をををを通通通通じてじてじてじて、、、、フローフローフローフロー監視監視監視監視ルータルータルータルータ100100100100台規模台規模台規模台規模のののの大規模大規模大規模大規模トラヒックトラヒックトラヒックトラヒック交流監視交流監視交流監視交流監視((((規模目標規模目標規模目標規模目標))))とととと複数情報源複数情報源複数情報源複数情報源によるによるによるによる連携連携連携連携監視監視監視監視((((機能目標機能目標機能目標機能目標))))をををを実現実現実現実現。。。。
さらにさらにさらにさらに、、、、IETFIETFIETFIETFでででで提案提案提案提案ドラフトドラフトドラフトドラフトををををRFCRFCRFCRFC化化化化のののの見通見通見通見通しししし。。。。(NTT)(NTT)(NTT)(NTT)

・・・・情報集約装置情報集約装置情報集約装置情報集約装置ででででquery dispatcherquery dispatcherquery dispatcherquery dispatcher機能機能機能機能のののの検討検討検討検討とととと実装実装実装実装をををを完了完了完了完了しししし、、、、全系連携全系連携全系連携全系連携オペレーションオペレーションオペレーションオペレーションでででで情報集約装置情報集約装置情報集約装置情報集約装置のののの総合評価総合評価総合評価総合評価をををを完了完了完了完了（（（（日立日立日立日立））））
・・・・商用品質商用品質商用品質商用品質のののの10GbpsAP10GbpsAP10GbpsAP10GbpsAPプローブプローブプローブプローブ装置装置装置装置をををを実現実現実現実現しししし、、、、さらにさらにさらにさらに、、、、このこのこのこの組組組組みみみみ合合合合わせによるわせによるわせによるわせによる40GbpsAP40GbpsAP40GbpsAP40GbpsAPプローブプローブプローブプローブ装置装置装置装置もももも実現実現実現実現。。。。ここここれらをれらをれらをれらを併併併併せてせてせてせて最大最大最大最大1000100010001000万万万万セッションセッションセッションセッション数数数数のののの規模規模規模規模
目標目標目標目標をををを達成達成達成達成。。。。（（（（NECNECNECNEC））））
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Ｈ２１年度研究成果（目標達成度）

【【【【年次目標年次目標年次目標年次目標】】】】
ネットワークネットワークネットワークネットワーク管理管理管理管理システムシステムシステムシステムからのからのからのからの規制要求規制要求規制要求規制要求ををををネットワークノードネットワークノードネットワークノードネットワークノードにににに設定設定設定設定するするするするネットワークネットワークネットワークネットワーク制御装置制御装置制御装置制御装置、、、、ルータルータルータルータ制御装置制御装置制御装置制御装置ととととノードノードノードノード他他他他とととと

のののの連係動作評価連係動作評価連係動作評価連係動作評価をををを行行行行うううう。。。。

オペレータ

※ CR: Core Router, ECR: Edge Core Router, ER: Edge Router

分析系分析系分析系分析系監視系監視系監視系監視系

i-TRACS: トラヒック制御装置

ネットワーク
制御装置

詳細分析装置広域監視装置

情報集約装置 フローメディエータ

制御系制御系制御系制御系

ＡＰ分析装置

APプローブ ルータ
制御装置

CR

ECR
(選択的sFlow)

ER

ECR
(xFlow)

ECR
(NetFlow v9)

ECR
(NetFlow v9)

ER

ER

ER

直接被害者

巻き添え被害者

DDoS攻撃加害者

正常
ユーザ

NWオペレーション装置(課題１等)

（（（（３３３３））））異常異常異常異常トラヒックトラヒックトラヒックトラヒックのののの検出検出検出検出・・・・制御技術制御技術制御技術制御技術にににに関関関関するするするする研究開発研究開発研究開発研究開発
ウウウウ））））異常異常異常異常トラヒックトラヒックトラヒックトラヒックのののの制御技術制御技術制御技術制御技術のののの高度化高度化高度化高度化にににに関関関関するするするする研究開発研究開発研究開発研究開発 ウウウウ）－）－）－）－２２２２ 高速高速高速高速パケットパケットパケットパケット処理技術処理技術処理技術処理技術のののの研究開発研究開発研究開発研究開発 （（（（担当担当担当担当：：：：日立製作所日立製作所日立製作所日立製作所））））

【【【【達成状況達成状況達成状況達成状況】】】】
制御状態管理機能制御状態管理機能制御状態管理機能制御状態管理機能、、、、ルータルータルータルータ制御制御制御制御のののの並列化並列化並列化並列化、、、、ロールバックロールバックロールバックロールバック機能機能機能機能をををを追加追加追加追加してしてしてして、、、、スケーリングスケーリングスケーリングスケーリングによりによりによりにより2,5002,5002,5002,500台台台台までのまでのまでのまでのルータルータルータルータをををを収容収容収容収容したしたしたした検証検証検証検証をををを完了完了完了完了。。。。
またまたまたまた、、、、全系連携全系連携全系連携全系連携オペレーションオペレーションオペレーションオペレーションのののの検証検証検証検証ででででネットワークネットワークネットワークネットワーク制御装置制御装置制御装置制御装置ととととルータルータルータルータ制御装置制御装置制御装置制御装置のののの総合評価総合評価総合評価総合評価をををを完了完了完了完了((((日立日立日立日立))))

目的目的目的目的：：：：10Gbps10Gbps10Gbps10Gbps以上以上以上以上のののの高速高速高速高速インタフェースインタフェースインタフェースインタフェース環境環境環境環境においてにおいてにおいてにおいてトラヒックトラヒックトラヒックトラヒックのののの制御処理制御処理制御処理制御処理をををを行行行行うううう高速高速高速高速パケットパケットパケットパケット制御技術制御技術制御技術制御技術のののの実現実現実現実現

((((ｳｳｳｳ----2222----1) 1) 1) 1) 連携検証連携検証連携検証連携検証
－－－－iiii----TRACSTRACSTRACSTRACSシステムシステムシステムシステムとのとのとのとの連携検証連携検証連携検証連携検証

分析分析分析分析・・・・監視監視監視監視・・・・制御機能制御機能制御機能制御機能のののの連携機能評価連携機能評価連携機能評価連携機能評価

((((ｳｳｳｳ----2222----1) 1) 1) 1) 連携検証連携検証連携検証連携検証
－－－－iiii----TRACSTRACSTRACSTRACSシステムシステムシステムシステムとのとのとのとの連携検証連携検証連携検証連携検証

分析分析分析分析・・・・監視監視監視監視・・・・制御機能制御機能制御機能制御機能のののの連携機能評価連携機能評価連携機能評価連携機能評価

ネットワーク
構成情報

((((ｳｳｳｳ----2222----2)2)2)2) ネットワークネットワークネットワークネットワーク制御装置制御装置制御装置制御装置
－－－－ネットワークネットワークネットワークネットワーク構成情報構築方式構成情報構築方式構成情報構築方式構成情報構築方式のののの高度化高度化高度化高度化

((((ｳｳｳｳ----2222----2)2)2)2) ネットワークネットワークネットワークネットワーク制御装置制御装置制御装置制御装置
－－－－ネットワークネットワークネットワークネットワーク構成情報構築方式構成情報構築方式構成情報構築方式構成情報構築方式のののの高度化高度化高度化高度化

((((ｳｳｳｳ----2222----3)3)3)3) ルータルータルータルータ制御装置制御装置制御装置制御装置
－－－－ネットワークネットワークネットワークネットワーク構成情報取得機能構成情報取得機能構成情報取得機能構成情報取得機能のののの高度化高度化高度化高度化

((((ｳｳｳｳ----2222----3)3)3)3) ルータルータルータルータ制御装置制御装置制御装置制御装置
－－－－ネットワークネットワークネットワークネットワーク構成情報取得機能構成情報取得機能構成情報取得機能構成情報取得機能のののの高度化高度化高度化高度化

((((ｳｳｳｳ----2222----4)4)4)4) StarBEDによるによるによるによる大規模大規模大規模大規模ネットワークネットワークネットワークネットワーク検証検証検証検証
－－－－ネットワークネットワークネットワークネットワーク制御装置制御装置制御装置制御装置、、、、ルータルータルータルータ制御装置制御装置制御装置制御装置およおよおよおよ

びびびびネットワークネットワークネットワークネットワーク管理管理管理管理システムシステムシステムシステムのののの連係動作確認連係動作確認連係動作確認連係動作確認とととと機機機機
能能能能のののの有効性実証有効性実証有効性実証有効性実証－－－－ネットワークネットワークネットワークネットワーク制御装置制御装置制御装置制御装置→→→→ルータルータルータルータ
制御装置間制御装置間制御装置間制御装置間およびおよびおよびおよびルータルータルータルータ制御装置制御装置制御装置制御装置→→→→ルータルータルータルータ間間間間スススス
ケーラビリティケーラビリティケーラビリティケーラビリティ検証検証検証検証

((((ｳｳｳｳ----2222----4)4)4)4) StarBEDによるによるによるによる大規模大規模大規模大規模ネットワークネットワークネットワークネットワーク検証検証検証検証
－－－－ネットワークネットワークネットワークネットワーク制御装置制御装置制御装置制御装置、、、、ルータルータルータルータ制御装置制御装置制御装置制御装置およおよおよおよ

びびびびネットワークネットワークネットワークネットワーク管理管理管理管理システムシステムシステムシステムのののの連係動作確認連係動作確認連係動作確認連係動作確認とととと機機機機
能能能能のののの有効性実証有効性実証有効性実証有効性実証－－－－ネットワークネットワークネットワークネットワーク制御装置制御装置制御装置制御装置→→→→ルータルータルータルータ
制御装置間制御装置間制御装置間制御装置間およびおよびおよびおよびルータルータルータルータ制御装置制御装置制御装置制御装置→→→→ルータルータルータルータ間間間間スススス
ケーラビリティケーラビリティケーラビリティケーラビリティ検証検証検証検証


